
近年の リ ト アニアの歴史的自己像- 記念行事をめく、っ て一 

梶 さ やか

は じ めに

1991年に独立 し た リ ト アニ アは、 民族的 リ ト アニ ア人 を基盤と し たネ イ シ ョ ン形成

を行 ってき た。 本研究では、 近年のリ ト アニ アの歴史的自己像 自 らの歴史につ

いて の認識一 を考察 し たい。 歴史的自己像は、 個人や集団のアイ デ ンテ イ テ イ、

価値体系や志向と密接につなが っている。 他方で、 歴史はネイ シ ョ ンの統合ま たはネ

イ シ ョ ンか らの排除の道具 と し て使われる。 そこ で、 記憶と忘却によ って歴史意識 を

涵養する記念行事、 特に祝日を通 じて、 リ ト アニアの歴史的自己像を考察 し たい。 リ

ト アニ アでは祝日のほかに公的な記念日 も存在するが、 主要な記念日である祝日、 特

に歴史を記念する世俗の祝日に分析の的 を絞る '。

なお、 バル ト三国の う ち リ ト アニ アの状況は他の 2 国 と やや異な って いる。 リ ト ア

ニ アの歴史は ラ ト ヴ イ アやエ ス ト ニ アで はな く 、 ポー ラ ン ド やべ ラ ルー シと 関係 が深

い。 ま た、 ロ シア人マイ ノ リ テ ィ の比率はバル ト 三国中最 も低 く 、 近年の独立運動の

際の主 た る衝突は、 元来自国内 に住んで い る ポーラ ン ド人 マイ ノ リ テ ィ と のあいだで

起き た2。 

1 . リ ト アニ アの20世紀史についての認識

まずは 2 つの独立記念日から考察を始めたい。 独立記念日の一方は、 1990年のソ連

からの独立宣言を記念する 3 月11 日の 「 リ ト アニア独立回復の日」 である。 他方は、

1918年のタ リバ (評議会) によ る リ ト アニアの独立宣言を記念する、 2 月16日の 「 リ

ト アニ ア国家回復の日」 である。 両独立記念日の名称にある 「回復」 と いう語は、 現

在のリ ト アニ ア共和国 と、 ロ シア帝国に支配 さ れる以前のリ ト アニ ア国家、 そし て何

よ り 戦間期のリ ト アニ ア共和国と の連続性を示 し てい る。 リ ト アニ ア政府は、 リ ト ア

ニアは1944-1990年のあいだ ソ連に 「占領」 さ れていたが、 国家の法的な正当性 を戦

間期のリ ト アニ ア共和国から受け継いでいる と も主張 し ている。 こ の認識はエ ス ト ニ
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アやラ ト ヴイ アと も共通する。 以下では、 リ ト アニ アの20世紀史についての理解が持

つ問題を考えたい。

第一の問題は、 戦間期 と現在の 2 つのリ ト アニ ア国家の間の断絶 と連続性に関係す

る。 現在、 一般に、 ソ連時代はリ ト アニ アのネイ シ ョ ン形成に否定的な ものと捉え ら

れている。 し かし、 戦間期において リ ト アニ ア語話者の大多数は農民であり、 彼 らの

国民化は完了 し て いなか っ た。 都市にはユ ダヤ人やポーラ ン ド人 な どの民族的非 リ ト

アニ ア人 が住み、 公式 の首都で あ り なが ら実際 にはポ ー ラ ン ド に支配 さ れて いた ヴ イ

リ ニ ュ ス市で も、 リ ト アニ ア人はご く 稀であ った。 1940年 に ソ連によ って返還 さ れた

同市で リ ト アニ ア人が多数派にな ったのは、 ホロ コース ト と ポーラ ン ド人の 「帰国事

業」 を経た ソ連時代のこ と で あ る 3。 だが、 住民や領域の変化に もかかわ らず、 現在

一般的な20世紀史の理解は戦間期のリ ト アニ アと現在のリ ト アニ アを同一視し、 他方

で ソ連時代に歴史の大き な断絶を見て いる。 近年、 ホロ コー ス ト やユダヤ人の歴史に

関す る研究が増え て い る と はいえ、 こ う し た一般 の理解は リ ト アニ ア人 のナチ ス= ド

イ ツへの協力や自発的 なユ ダヤ人虐殺 を看過す る傾向にあ る 4。 ま た、 ソ連時代に リ

ト アニ ア社会の国民化がある側面では進展 し たこ と に も目は向け られない。

第二の問題は、 2 月16 日の記念が戦間期の権威主義体制の指導者の顕彰につながる

点である。 1918年に独立宣言に署名 し た タ リ バで指導的な役割 を担 ったのは、 のちに

民族主義的な独裁者 と な る A. スメ ト ナである。 2 月16日は、 現行の世俗の祝日のな

かで唯一戦間期から記念さ れていた。 しかし戦間期において も、 左翼はその記念行事

の持つ保守的でナ シ ョ ナリ ステ イ ツク な性格を懸念 し、 1920年の憲法制定の記念行事

をよ り 重視し ていた5。 

2 . 「中世から続く 」 リ ト アニア

リ ト アニア国家の起源に関わるも う一つの祝日が、 7 月 6 日の 「国家の日」 である。 

中世 リ ト アニ アの ミ ンダウガ ス王の戴冠 を祝 う こ の日は、 エ ス ト ニ アや ラ ト ウ' ィ アよ

り格段に古い リ ト アニ ア国家の起源を象徴 している。 ミ ンダウガスは1251年にカ ト リ ッ

ク の洗礼を受け、 翌々年にリ ト アニ ア王と し て戴冠し た。 彼の暗殺後リ ト アニ アは異

教に戻 っ たが、 ミ ンダウ ガ スは リ ト アニ ア史のなかで重要な位置 を占 めて い る。 それ

は、 彼が単な る公ではな く 、 史上唯一のリ ト アニ ア王であり、 国家の創設者 と見な さ

れて い るか ら で あ る。 も う 一 つの理由は、 ミ ンダウガ スの戴冠が、 13世紀にすで に リ

ト アニ アが西 ヨ ーロ ッパ と 良好 な関係 を保持 し ていた証左 と な るか らであ る。 リ ト ア

ニ アがN A T 0 やE U への加盟を進めた際、 リ ト アニ アの西欧への帰属 を示す歴史的

事象は盛んに記念 さ れた 6。 ミ ンダウガス王戴冠750周年記念が リ ト アニ アの N A T 
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0 ・ E U 加盟の前年の2003年 7 月 6 日に祝われた際には、 ヴイ リ ニ ュ ス市内で ミ ンダ

ウガス王の記念碑 も除幕 さ れた7。 し かし、 戴冠の日付に関 し て歴史家の意見が一致

し て いないだけで な く 、 こ の記念自体 も現在のリ ト アニ アがそのま ま中世にま で さ か

のぼ るかのよ う な歴史意識 を も た ら し かねな い。

そ う し た歴史意識が持つ問題の一つ と し て、 カ ト リ ッ ク と し て洗礼を受けた ミ ンダ

ウガスの記念が、 過去のリ ト アニ アにおけ る束方正教会や束 スラ ウ'の影響の矮小化に

つながるこ と が挙げ られる。 束方へ領土を拡大 し た リ ト アニ ア大公国では、 貴族およ

び全住民の多数 を正教従の束 スラ ヴ人 (現在のべラ ルー シ人やウク ラ イ ナ人 ) が占め

ていた。 だが、 リ ト アニ アでは、 リ ト アニ ア大公国 を 「 リ ト アニ ア国家」 と認識する

こ と で、 一般の人々や歴史家ま で もが、 歴史のなかの束 スラ ヴや正教の要素 をわき に

おき、 リ ト アニ ア語話者や異教 (のちの時代ではカ ト リ ック ) に関連する要素に注目

す る。 その背景には、 ソ ウ' ェ ト の公式 の歴史叙述 では、 リ ト アニ ア大公国はロ シアに

統合 さ れるべき ル シ国家 と し て扱われて いた こ と、 そ し て現在はべラ ルー シの研究者

がリ ト アニ ア大公国はル シ= リ ト アニ ア国家 だ と主張 し、 現在のべラ ルー シ国家の萌

芽 と見な し て いるこ と への反発 もあろ う。

も う一つの問題は、 中世のリ ト アニ ア大公国の称揚が近世史の軽視と表裏一体であ

る点で ある。 リ ト アニ アは中世を通 じ て国家の独立 を維持 し、 ヴイ タ ウタ ス大公のも

と で束 スラ ヴの公国の領域 も支配す る 「バル ト 海か ら黒海へ」 広がる大国 と な った。 

それゆえ、 中世はリ ト アニ アの黄金時代と称 さ れる。 だが、 ポーラ ン ド と合同 し た近

世の評価は芳 し く ない。 近世のリ ト アニ ア大公国と その貴族がポーラ ン ド化 し たから

で あ る。 ま た、 19世紀後半以降の リ ト アニ アの近代 ナ シ ョ ナ リ ズムはポーラ ン ドか ら

の文化的自立 を求めた。 独立後の首都 ヴイ リ ニ ュ ス をポーラ ン ドが占領支配 し た こ と

も、 リ ト アニ ア人の対ポーラ ン ド感情を悪化 さ せた。 こ う し た反ポーラ ン ド的な歴史

理解は、 リ ト アニ ア領内のポーラ ン ド人 マイ ノ リ テ ィ と の関係が複雑化す る一因 と も

な っ て い る。

ま た、 リ ト アニ ア史は リ ト アニ ア語 を話す人 々の歴史で ある と い う 考えのため、 中

世と19世紀後半のあいだにはリ ト アニ ア史の断絶と空白力 ある。 記念の対象と な るの

は、 ミ ンダウガ スやゲ デ イ ミ ナ ス、 ウ' ィ タ ウ タ スな ど主 に中世の君主 で あ る。 逆説的

な こ と に、 婚姻 を通 じ てポーラ ン ド と の連合 を開始 し ただけでな く 、 リ ト アニ ア をキ

リ ス ト 教に改宗 し て西欧世界への道 を開いた ヨ ガイ ラ や、 リ ト アニ アが西欧の影響 を

強 く 受けた近世の君主 らは、 主要な記念の対象ではない。

しかし、 最近、 歴史家のあいだで、 政治的 ・ 市民的なネイ シ ョ ン概念や多民族性が

ヨ ーロ ッパ的 な も の と し て肯定的に捉え ら れる よ う にな っ た。 過去 の リ ト アニ アのネ
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イ シ ョ ンの言語的な基準が相対化 し、 近世史への関心 も増大し ている。 リ ト アニア歴

史研究所所長の A. ニ ク ジ ェ ンタ イ テ イ スは、 五月三日憲法がポーラ ン ド史だけで な

く 、 リ ト アニ ア史 の業績 と も な り う る と 述べて い る 8。 戦間期 に称揚 さ れた ウ' ィ タ ウ

タ ス 9 と は異 な っ て、 ミ ン ダ ウガ ス には反 ポ ー ラ ン ド的 な含意が な い。 こ の点 も現在

のリ ト アニ アの国際的 な立場に合致 し てい る と いえ るだ ろ う。 

おわ り に

リ ト アニ アでは、 記念の対象と な る歴史事象の選択は、 社会の要求や自 らの歴史に

ついての認識、 国際関係に規定 さ れている。 だが、 近年のリ ト アニ アの歴史的自己像

はいつ く かの問題 を抱えている。 歴史は非常に現実的、 政治的な問題なのである。 日

本や多 く の西洋諸国では、 過去 を現在の日的のために用いる こ と は批判の対象と な ろ

う。 しかし、 国際的な舞台では、 自身の歴史を持つネ イ シ ョ ンは、 それを持たないネ

イ シ ョ ンと 比べて、 よ り 自己の正当化 をはかるこ と がで き る。 暗黙の う ちに、 そ し て

構造的 に、 既存のネイ シ ョ ンは新 たに出現 し たネイ シ ョ ンに自身 の歴史 を持つよ う 要

求 し ているこ と も、 我々は意識すべき である。 
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